
 

  新技術調査表（１）  掲載Ｎｏ． 0801010 

  

 名  称 ＲＣメッシュＧ－Ｍ 作成年月日 2008年 7月 9日

更新年月日 2020年12月16日

 副  題 基材にガラス繊維メッシュを使用したクラック抑制シート  開発年月日 2005年 4月 1日

 
 
 分  野 

１共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
２工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

舗装 耐久性、リサイクル、防水性向上 

 開発会社 東亜道路工業株式会社 

問合せ先 

会社名 東亜道路工業株式会社  担当部署 関東支社 横浜工場 技術 

担当者名 関口 守人  ＴＥＬ 045-261-1856 

住  所  〒232-0033 神奈川県横浜市南区中村町5-318  ＦＡＸ 045-261-6874 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.toadoro.co.jp/   e-mail m_sekiguchi@toadoro.co.jp 

【 概 要 】 
ＲＣメッシュＧ-Ｍは、高ゴム化アスファルトコンパウンドとガラス繊維メッシュから構成されたク

ラック抑制シートです。ＲＣメッシュＧ-Ｍは、維持工事などにおいて、オーバーレイまたは切削オー
バーレイ工法するときに、既設舗装に発生しているひび割れ破損、目地、ジョイント上に絆創膏のよう
に貼り付けることで、新規アスコンにひび割れ破損が発生してしまうのを抑制します。 
【 特 徴 】 
①  従来の技術は何か？ 

・基材繊維にポリエステル長繊維の不織布を使用したクラック抑制シートです。（ＲＣシート） 
② 新技術のメリットは？ 

a)  従来の技術であるＲＣシートの基材繊維より、引張強度が大幅に強くなるガラス繊維を使
用することで、ひび割れ破損部などの上部に舗設されたアスコン下面に発生する応力を大き
く緩和し、クラック発生を大幅に遅延させることができます。（写真①、②） 

b)  クラック抑制シートに防水機能を付加させることで、ひび割れ破損部などへの雨水浸透を
防止できます。 

c) ガラス繊維をメッシュ状に編みこむことで構造的な柔軟性を示し、下地不陸への追従性を確
保しています。（写真③、④） 

d) 衝撃によってバラバラになるガラス繊維をメッシュ状に編みこんでいることから、施工後既
設舗装間で拘束された状態で切削機によって切削されたとき、基材が板状ではなく、短い棒
状繊維に切断され、リサイクル材料として使いやすくなります。（写真④、⑤、⑥） 

e)   切断されたガラス繊維は、アスベストに分類されないとともにに、アスファルトでコーテ
ィングされていることから飛散性もありません。（写真⑤）   
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 実績件数 

  東 京 都  ： 1  件 
  国土交通省    ： 7  件 
  その他公共機関： 19 件 
  民   間  ： 10 件 

国
土
交
通
省 

 １技術活用パイロット  ：        件 
 ２特定技術活用パイロット：        件 
 ３試験フィールド    ：        件 
 ４リサイクルモデル事業  ：        件 

 特  許    １有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：                        ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：                        ） 

 
 評価 
  ・証明 

 １建設技術評価（番号：       ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 
   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 
                      ・証明機関   （          ） 
 ３新技術情報提供システム[NETIS]                 ４その他 
 （番号：ＫＴ-010233-A 登録年月日：2004年3月1日） 

 
 ｷｰﾜｰﾄﾞ 

 １安全・安心  ２環 境 ３ゆとりと福祉  ４コスト縮減・生産性の向上 
 ５公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ７景 観 

 自由記入 リフレクションクラック抑制シート、防水性、ガラス繊維 

 開発目標 
 （選択） 

 １省人化 ２省力化 ３作業効率向上 ４施工精度向上 ５耐久性向上 ６安全性向上 
 ７作業環境の向上 ８周辺環境への影響抑制 ９地球環境への影響抑制 
 10. 省資源・省エネルギー 11. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従来との 
比  較 

 従来の材料名・工法名：ＲＣシート（基材にポリエステル長繊維を使用したクラック抑制シート）
 １ 工 程 【１短縮（  ％）２同程度 ３増加 （   ％）】（                    ） 
 ２ 省人化 【１向上（  ％）２同程度 ３低下 （   ％）】（                    ） 
 ３ 経済性 【１向上（  ％）２同程度 ３低下 （ 10％）】（1 m2当りの単価差より） 
 ４ 施工管理【１向 上    ２同程度 ３低下          】（通常の防水施工と同等） 
 ５ 安全性 【１向 上    ２同程度 ３低下          】（通常の防水施工と同等） 
 ６ 施工性 【１向 上    ２同程度 ３低下          】（                    ） 
 ７ 環 境 【１向 上    ２同程度 ３低下          】（P4④の切断性の向上より） 
 ８ 汎用性 【１向 上    ２同程度 ３低下           】（その他の遮水層として使用） 
 ９ 品 質 【１向 上    ２同程度 ３低下          】（P4③のｸﾗｯｸ抑制効果より） 
 10. その他 （                                  ） 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定 
プライマーを塗膜した後、常温でシートを貼り付ける常温工法は、平成19年度国土交通省土木工事積

算基準を使用して算出します。シートと貼付け路面間に隙間ができる恐れがある場合は、溶解したｱｽﾌｧ
ﾙﾄｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞを流して不陸をなくしながらシートを貼り付ける“流し貼り工法”を推奨します。しかし、
標準歩掛がないことから、200ｍ2当りの標準的な施工単価表（昼間施工、全面貼付け）を示します。   
工
種 

名    称 仕   様 数量 
単
位 

単価 
金  額 経済性 

（％） RCﾒｯｼｭG-M RCシート 

材 
料 
費 

シート 1ｍ(幅)×15ｍ(長) 234.0 ｍ 1,850 432,900 374,400  
ﾌﾟﾗｲﾏｰ 18㍑/缶 93.6 ㍑ 640 59,904 59,904  

ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ 25kg/袋 280.8 kg 210 58,968 58,968  

労
務
費 

世  話  役  1.0 人 20,100 20,100  
防水作業員  2.8 人 17,800 17,800  
普通作業員  1.6 人 14,000 14,000  
労務費合計     92,340  
諸雑費 労務費×6％ 1.0 式  5,540  
合  計     649,652 591,152  
1ｍ2当り ()内は単価比    3,248（110） 2,956（100） （10） 

 【施工上・使用上の留意点】 
・ ひび割れ・目地幅が1cm以上の場合、貼付け路面が大きく荒れている場合は、流し貼り工法 
  で貼り付けることを推奨します。それ以外はPKM-Tをプライマーとした常温工法を推奨します。 
・ 構造的なひび割れ破損が発生している箇所に使用しても、クラック抑制効果は期待できません。
・ シート上のアスファルト合材温度は、110℃以上でないと接着不良を起す場合があります。 

 【参考文献】リーフレット、技術資料、ｸﾗｯｸ抑制ｼｰﾄのﾌﾟﾗｲﾏｰとしてのPKM-Tの使用検討 
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検査・試 
 
験データ 
 
等 

① ＲＣメッシュＧ-Ｍの代表性状 

  ＲＣメッシュＧ-Ｍに係わらず、クラック抑制シートには、共通した規格や試験方法があり
ません。このため、JISの中で類似した試験方法を選定し、再現試験などをもとに社内規格
を定めています。代表性状より、ＲＣメッシュＧ-Ｍは、従来品のＲＣシートと比較すると4
～4.8倍の引張り強度を示すとともに、耐折曲げ性能において異常がないことから柔軟性も
あることがわかります。また、道路橋床版防水便覧に示される防水層規格（減水量0.2ml以
下）も満足する防水機能を有していることがわかります。 

表－1 ＲＣメッシュＧ-Ｍと比較品の形状比較 

材料名 

試験項目 

RCメッシュG-M RCシート（比較対象） 

社内規格 代表値 社内規格 代表値 

一巻の長さ   m 15.0以上 15.13 15.0以上 15.08 

幅           cm 100.0以上 101.5 100.0以上 101.9 

厚さ         mm 1.5～2.2 1.82 1.5～2.2 1.81 

基材繊維の形状 ガラス繊維5×5mmメッシュ ポリエチレン長繊維不織布 

表－2 道路橋床版防水便覧（（社）日本道路協会）の試験方法で比較した防水物性 

材料名 

試験項目 

RCメッシュG-M RCシート（比較対象） 

社内規格 代表値 社内規格 代表値 

防水性試験             減水量ml 0.5以下 0.15 － 0.45 

引張り接着試験  MPa 
－10℃ 1.2以上 2.04 － 1.84 

20℃ 0.6以上 1.10 － 0.82 

表－3 JIS A 6012およびJIS A 6022の試験方法で比較したシート物性 

材料名 

試験項目 

RCメッシュG-M RCシート（比較対象） 

社内規格 代表値 社内規格 代表値 

引張り強さ 

JIS A 6012 

長手方向 N/cm 700以上 1040 － 229 

幅  方向 N/cm 600以上 770 － 159 

引張り強さ 

JIS A 6022 

長手方向 N/cm － 1103 200以上 277 

幅  方向 N/cm － 875 150以上 188 

最大荷重時の伸び率 

JIS A 6022 
長手方向 ％ － 4.1 50.0以上 54.5 

幅  方向 ％ － 3.4 50.0以上 68.7 

耐折曲げ性能 （0±1℃、φ1.6mm） 
JIS A 6012 

亀 裂 の 
発生無し 

合格 － 合格 

耐折曲げ性能 （0±1℃、φ15mm） 
JIS A 6022 

－ 合格 
亀 裂 の 
発生無し 

合格 

寸法安定性 

JIS A 6022 

長手方向  mm － 0.3 5.0以下 0.8 

幅  方向  mm － 0.1 5.0以下 0.7 

変  形 － 合格 外観異常なし 合格 

耐熱性能      （80±3℃、2時間） 
 JIS A 6022 

－ 合格 外観異常なし 合格 

建設局 
事業への 
適用性 

①  構造的な破損が発生していないが、ひび割れ、目地、施工ジョイントがあるコンクリー
ト舗装およびアスファルト舗装のオーバーレイ工法や切削オーバーレイ工法を実施した
ときに新規アスコンにひび割れが入るのを抑制するのに使用できます。 

②  シート幅は、100、50、33、20、10cmなどがありますので条件によって選択できます。 
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 ③ ＲＣメッシュＧ-Ｍのクラック抑制効果 

新技術であるＲＣメッシュＧ-Ｍのクラック抑制効果を確認するため、独立行政法人土木研究所
で提案されたホイールトラッキング試験機を使用したクラック再現試験と、積層で作製した供試
体の曲げ試験を実施しました。 

この結果から、ＲＣメッシュＧ-Ｍは、従来多く使用されていた比較品1（RCシート）より、ク
ラック抑制効果が2.9倍に、曲げ強度が1.7倍に改善されていることがわかります。 

【 クラック再現試験 】                         【 曲げ試験結果 】 
                        

       

  

隙 間 
3 ｍｍ 

 

走行速度：42 回／分 

車 輪 

・ウレタンゴム 
・ゴム硬度 30 

上層：密粒度（13） 
支持ゴム 

型枠 

支持鋼板 

荷重：1078 Ｎ 

RC メッシュＧ-M 

40ｍｍ 

60ｍｍ 

50ｍｍ 

1.5ｍｍ  

供試体寸法：290×80×100ｍｍ  

下層：粗粒度（20） 

       

  載荷速度 
50ｍｍ/分  

スパン：200ｍｍ 
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クラック改善効果 （倍）

RCメッシュG-M ブランク（シートなし）

RCシート（従来技術） ガラス繊維シート（比較品）
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曲げ破断強度 （N/mm2）

RCメッシュG-M ブランク（シートなし）

RCシート（従来技術） ガラス繊維シート（比較品）

 

④ ＲＣメッシュＧ-Ｍの切断性 

実際の切削機を用いて、新技術であるＲＣメッシュＧ-Ｍの切断性を確認する試験施工を実施し
ました。このとき採取した切削廃材を常温でふるい分けした結果と切削廃材をソックスレー抽出
して基材繊維状態を写真撮影した結果を次に示します。 

この結果より、ＲＣメッシュＧ-Ｍは比較品1（従来技術：RCシート）より細断されていること
がわかります。 
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ガラス繊維シート状 比較品 1（RC シート） 
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   局 名     事務所名     工 事 件 名   施 工 期 間   CORINS 登録 Ｎｏ 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

 東京都第四建設 

事務所 

 

 

路面補修工事 

（4の15・歩道改善） 

 

 

2008年5月 

 

 

 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

舗装改良にともない、10cmのオーバーレイ工法で車道部を嵩上げする工事の途中で、基層5cm構築後  
2ヶ月経過した状況です。 

   

施工前状況                         施工状況                  施工後2ヶ月（基層工） 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

      発    注  者      工 事 件 名    施 工 期 間  CORINS 登録No   区分 

武蔵野市 

神奈川県道路公社 

 

国土交通省 香川河川 

国道事務所 

首都高速道路株式会社 

 

東日本高速道路株式会社 

 

渋谷区 

 

市道55号線道路改修工事 

平成18年度 本町山中 

有料道路・三浦縦貫道 

舗装等補修工事 

丸亀沿道環境改善工事 

(修）舗装改良工事 

18-1-5 

第三京浜道路 保土ヶ谷 

地区舗装補修工事 

道路維持工事及び交通 

安全施設設置工事 

2006年12月 

2007年2月 

 

2007年5月 

 

2007年7月 

 

2008年3月 

 

2008年4月 

 

 

 

 

00003226-     

1203-7428Ｗ 

 

 

 

区 分 １一般工事   ２技術活用パイロット   ３特定技術活用パイロット   ４試験フィールド   ５リサイクルモデル事業 

 【評価等がある場合、その内容】 

 

 


